
＜研修会、研究協議会について＞
　全国17ヶ所（北海道、東京、大阪、福岡 他）で実施し、のべ約1,500名が参加した。
＜共同研究について＞
　チーム型キャリア教育の方法等についての研究を行い、全国の専修学校の教員研修で活用できるワークブックを作
成した。

  【補助事業者】財団法人専修学校教育振興会　（補助金の額：補助対象経費の1/2以内）

執行率 100%(100%) 100%(100%) 100%(100%)

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

　専修学校教育を直接担当する教員に対し、教職経験、または担当教科に応じた研修、研究奨励を行い、また各専修
学校において教育内容等に関する研究を実施する。

【事業内容】専修学校教員の職種別・経験別研修会の開催、国内高等教育機関への派遣、専修学校教育の教育内容・
方法等に関する共同研究と研修資料の作成、研究協議会の開催など

23年度要求

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

913(13) 13(13)

　専修学校教員の資質の向上を図るため、財団法人専修学校教育振興会が行う教員研修事業等に要する経費の一
部を補助することにより、専修学校教育の振興に資することを目的とする。

0191事業番号

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(文部科学省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
昭和53年度専修学校教員研修事業費

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
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自
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１．事業評価の観点：この事業は、専修学校教員の資質向上を図るため、公益法人に対し教員研修事業等に要する経費の一部
を補助する事業である。本事業は、長期継続事業、公益法人が当該事業行う必要性等の観点から検証を行った。

２．所見：この事業は、昭和５３年度以降長期に継続している事業であるが、これまで蓄積された事業の成果を踏まえ、効率化を図
ること等により、予算を縮減すべきである。また、今後も実施主体を公益法人として、事業を継続するかどうかを検討すべきであ
る。
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　予算に応じて適切な執行が成されており、本事業の成果等の検証を行いつつ、政策推進上の諸課題への対応の優
先度等を考慮しながら適切な予算設計を図り、さらなる施策の推進等に努める必要がある。

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

28 23

22年度

13 12

12(12) 10

19年度 20年度 21年度

予算額(補正後）

執行額 13

　事業年度毎に補助先から提出される実績報告書や、必要に応じて提出させている経理関係書類等において、支出
先・使途を把握し、使用状況や事業目的との整合性について確認を行っている。
　さらに、経理状況の確認だけでなく、事業実施における課題等についてもヒアリングを行っており、支出先や使途につ
いては十分に把握できている。

総事業費(執行ベース) 30

担当部局庁

特色ある教育研究を展開する私立学校の振興会計区分 上位政策

生涯学習推進課長
藤野　公之

関係する計
画、通知等

― ―

担当課室 生涯学習推進課専修学校教育振興室生涯学習政策局

一般会計



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

文部科学省
（12百万円）

Ａ．財団法人 専修学校教育振興会
　＜12百万円＞

【交　付】

 
　　【参考】
　　　　補助対象経費（総事業費）：　23,292千円
　　　　補助金の額　　 　　　　　　  ：  11,604千円

専修学校の教員に対し、教職経験または担当教科に応じた
研修等を実施し、また、各専修学校において教育内容等に関
する研究を実施。

（補助金の額： 補助対象経費の1/2以内）

対象法人から提出された申請書を精査
の上、補助金を交付。



職員旅費

その他

諸謝金

借損料

印刷製本費

委員等旅費

A.　財団法人 専修学校教育振興会 E.

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

9

会場借料費等 5

講師謝金、委員会出席謝金等

講師等旅費

研修案内、講師依頼通知送付代等 1

2

事務担当者旅費 1

研修案内、教材印刷費 4

通信運搬費

図書購入費等 1

0計 23 計

B. F.

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ

れている者につ
いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）

計 0 計

C. G.

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

金 額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 0 計

使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

0計 0 計


